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(百万円未満切捨て)

１．2023年12月期第２四半期の業績（2023年１月１日～2023年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 2,531 △12.7 199 △67.5 203 △67.0 132 △67.3

2022年12月期第２四半期 2,898 － 612 － 615 － 403 －
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第２四半期 21.75 21.72

2022年12月期第２四半期 75.59 －
　

(注)１．当社は、2021年12月期第２四半期累計期間については、四半期財務諸表を作成していないため、2022年12月
期第２四半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。

２．2022年12月期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在す
るものの、当社株式は前第２四半期会計期間末において非上場であり、期中平均株価が把握できないため、
記載しておりません。

３．2022年５月19日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。2022年12月期の期首に当
該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 4,547 3,802 83.6

2022年12月期 4,619 3,670 79.5

(参考) 自己資本 2023年12月期第２四半期 3,802百万円 2022年12月期 3,670百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年12月期 － 0.00

2023年12月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

３．2023年12月期の業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,060 △9.0 440 △51.4 444 △50.5 299 △50.9 49.31
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有
　

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年12月期２Ｑ 6,074,000株 2022年12月期 6,074,000株

② 期末自己株式数 2023年12月期２Ｑ －株 2022年12月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期２Ｑ 6,074,000株 2022年12月期２Ｑ 5,340,000株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日において当社が現在入手している情
報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま
せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「（４）業績予想などの将来予測情報に関
する情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

当第２四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症にかかる各種行動制限の緩和に伴い、

緩やかながら景気は回復の傾向がみられ、経済社会活動が正常化に向かう一方で、世界的な資源価格の上昇や、不

安定な為替変動による物価上昇の影響等から以前として先行きが見通せない状況が続いております。

当社の属する衣料品販売業界においても、原材料費、物流費、電力料の上昇等、厳しい経営環境が続いており、

訪日外国人観光客数の回復によるインバウンド消費への期待感は引き続き高まっているものの、日本国内において

は収入不安による節約志向の高まりから慎重な購買行動が続いている状況にあります。

このような環境の中、当社はオンライン・オフラインの双方から、国内外における販売強化に努めてまいりまし

た。

これらの結果として、当第２四半期累計期間における売上高は2,531,932千円（前年同期比12.7％減）となり、営

業利益は199,292千円（前年同期比67.5％減）、経常利益は203,067千円（前年同期比67.0％減）、四半期純利益は

132,121千円（前年同期比67.3％減）となりました。

なお、当社は衣料品等の企画販売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしておりません。

特に重要な指標の内容は以下のとおりであります。

(売上高)

当第２四半期累計期間の売上高は、2,531,932千円（前年同期比12.7％減）となりました。前事業年度に引き

続き、デジタル化の推進と海外展開に向けて、オフライン・オンラインの販売チャネルの融合、新規店舗の出

店も含めた集客・販売力の強化を図り、国内リテール、国内EC及び海外ECにおいて売上の拡大に努めておりま

す。また、韓国卸、海外卸、及び国内卸の各卸においても、特に海外卸における新規取引先の獲得等を進め、

売上の拡大を図っております。当第２四半期累計期間は、特に韓国におけるコロナ禍におけるゴルフブームの

過熱感が落ち着きつつあり、その影響から前年同期と比較して韓国卸の売上が減少したことを主として、売上

高全体においても前年同期比と比較して減少しております。

前第２四半期累計期間及び当第２四半期累計期間の事業区分別の内訳は、次のとおりであります。

相手先

第29期事業年度
第２四半期累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年６月30日)

第30期事業年度
第２四半期累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

国内リテール 714,036 24.6 741,633 29.3

国内EC 514,248 17.7 514,389 20.3

海外EC 61,870 2.1 59,971 2.4

韓国卸 1,219,759 42.1 819,231 32.4

海外卸 61,200 2.1 123,460 4.9

国内卸 322,416 11.1 256,669 10.1

その他 5,465 0.2 16,575 0.7

(売上総利益及び営業利益)

当第２四半期累計期間の売上原価は、1,142,103千円（前年同期比18.4％減）となりました。商品の原価目標

を設定し、売上原価率の低減を徹底した結果、当第２四半期累計期間は売上原価率45.1％となっております。

この結果、当第２四半期累計期間の売上総利益は1,389,829千円（前年同期比7.3％減）となり、売上総利益率

　



株式会社キューブ(7112) 2023年12月期 第２四半期決算短信

- 3 -

は54.9％となっております。また、当第２四半期累計期間の販売費及び一般管理費は、1,190,537千円（前年同

期比34.2％増）となり、業容拡大に向けた全社で人材採用を強化した結果として業務委託費用、給料手当、役

員報酬、当社ブランド認知のさらなる向上やデジタル化の推進に向けての広告投資や、タレントやプロゴルフ

ァーの起用による魅力あるコンテンツ制作への投資を増加させた結果として広告宣伝費、新規店舗の出店に伴

い地代家賃、及び減価償却費等が増加傾向にあります。この結果、当第２四半期累計期間の営業利益は199,292

千円（前年同期比67.5％減）となりました。

また、上記指標の計画達成に向けて、事業運営上重要と考えている重要指標として、今後の事業拡大の主た

る部分について、海外売上高及びEC売上高の増加を想定していることから、海外売上高比率とEC化率の上昇に

取り組んでおりますが、前第２四半期累計期間及び当第２四半期累計期間の状況は以下のとおりであります。

第29期事業年度
第２四半期累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年６月30日)

第30期事業年度
第２四半期累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

海外売上高比率(％) 46.3 39.6

EC化率(％) 19.9 22.7

(注) １．海外売上高比率＝(海外EC売上高＋韓国卸売上高＋海外卸売上高)÷売上高

２．EC化率＝(国内EC売上高＋海外EC売上高)÷売上高

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第２四半期会計期間末の資産合計は4,547,416千円となり、前事業年度末に比べ71,663千円(1.6％)減少いたし

ました。

流動資産は、前事業年度末に比べ282,891千円(6.9％)減少し、3,796,231千円となりました。これは主に、商品仕

入が増加していることに伴い、商品が64,622千円(21.3％)増加したものの、2023年4月に開店した青山店、及びリニ

ューアルオープンした阪急うめだ店への設備投資等により、現金及び預金が280,100千円(8.6％)減少、特に韓国に

おけるコロナ禍におけるゴルフブームの過熱感が落ち着きつつあり、その影響から前年同期と比較して韓国卸の売

上が減少したことを主として、売上高全体においても前年同期比と比較して減少したことに伴い、受取手形及び売

掛金が65,210千円(18.4％)減少したこと等によるものであります。

固定資産の残高は、前事業年度末に比べ211,227千円(39.1％)増加し、751,185千円となりました。これは主に、

2023年4月に開店した青山店、及びリニューアルオープンした阪急うめだ店に関連する建物付属設備が182,030千円

(149.9％)増加したこと、本社機能の拡大に伴って増床を行っていること等により、敷金及び保証金が28,963千円

(15.3％)増加したこと等によるものであります。

(負債)

当第２四半期会計期間末の負債合計は、744,833千円となり、前事業年度末に比べ203,785千円(21.5％)減少いた

しました。

流動負債の残高は、前事業年度末に比べ246,169千円(28.0％)減少し、634,556千円となりました。これは主に、

前事業年度末に比べて決算月における仕入が増加したことに伴い、買掛金が78,720千円(121.4％)増加、下半期シー

ズン向けの商品の前受代金の増加に伴い、契約負債が191,605千円(202.0％)増加したものの、前事業年度末に計上

した未払法人税等の支払の影響で、未払法人税等が237,655千円(76.2％)減少、前事業年度末に計上した韓国総代理

店向けのリベートの支払等によりその他に含まれる未払金が272,376千円減少したこと等によるものであります。

固定負債の残高は、前事業年度末に比べ42,384千円(62.4％)増加し、110,276千円となりました。これは主に、

2023年4月に開店した青山店、及びリニューアルオープンした阪急うめだ店に関連する資産除去債務が40,871千円

(70.4％)増加したこと、従業員の勤務期間の経過に伴い、退職給付引当金が1,513千円(43.2％)増加したことによる

ものであります。

(純資産)
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当第２四半期会計期間末の純資産の残高は、3,802,583千円となり、前事業年度末に比べ132,121千円(3.6％)増加

いたしました。これは、四半期純利益を計上したことにより利益剰余金が増加したことによるものであります。

この結果、当第２四半期会計期間末における自己資本比率は、83.6％となりました。

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末から280,100

千円減少し、2,503,042千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は72,907千円（前年同期は461,649千円の収入）となりました。これは主に、税引前

四半期純利益を203,067千円計上したことに加え、下半期シーズン向けの商品の前受代金の増加に伴い契約負債が

191,605千円、前事業年度末に比べて決算月における仕入が増加したことに伴い仕入債務が78,720千円増加し、前事

業年度末に比べて決算月における主に韓国卸の売上金額が前期に比較して減少したことに伴い売上債権が65,210千

円減少したものの、商品仕入が増加していることに伴い商品が64,622千円増加し、法人税等の支払額を284,136千円

計上したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は208,151千円（前年同期比159,455千円増）となりました。これは主に、2023年4月

に開店した青山店、及びリニューアルオープンした阪急うめだ店に関連する有形固定資産の取得による支出を

169,899千円、本社機能の拡大に伴って増床を行っていること等により敷金及び保証金の差入による支出を32,478千

円計上したこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金及び使用した資金はありません。

（４）業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向を踏まえ、2023年２月14日に公表いたしました、2023年12月期通期業績予想値を修正いたしまし

た。

詳細につきましては、本日（2023年８月14日）に公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご覧ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,263,159 2,983,058

受取手形及び売掛金 353,833 288,622

商品 303,677 368,299

その他 158,613 156,381

貸倒引当金 △161 △132

流動資産合計 4,079,122 3,796,231

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 121,456 303,486

工具、器具及び備品（純額） 8,728 11,880

有形固定資産合計 130,184 315,366

無形固定資産

ソフトウエア 13,238 11,155

ソフトウエア仮勘定 － 605

無形固定資産合計 13,238 11,760

投資その他の資産

敷金及び保証金 189,291 218,254

繰延税金資産 95,970 91,152

その他 111,272 114,650

投資その他の資産合計 396,534 424,057

固定資産合計 539,957 751,185

資産合計 4,619,080 4,547,416
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年12月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 64,844 143,564

契約負債 94,836 286,441

未払法人税等 311,980 74,324

資産除去債務 1,312 1,690

その他 407,753 128,535

流動負債合計 880,726 634,556

固定負債

退職給付引当金 3,500 5,013

資産除去債務 58,046 98,917

その他 6,345 6,345

固定負債合計 67,892 110,276

負債合計 948,618 744,833

純資産の部

株主資本

資本金 822,549 822,549

資本剰余金 1,542,876 1,542,876

利益剰余金 1,305,035 1,437,156

株主資本合計 3,670,461 3,802,583

純資産合計 3,670,461 3,802,583

負債純資産合計 4,619,080 4,547,416
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 2,898,998 2,531,932

売上原価 1,399,391 1,142,103

売上総利益 1,499,606 1,389,829

販売費及び一般管理費 887,048 1,190,537

営業利益 612,557 199,292

営業外収益

受取利息 6 53

為替差益 － 929

補助金収入 2,691 －

受取補償金 － 2,086

その他 343 705

営業外収益合計 3,041 3,775

営業外費用

為替差損 298 －

その他 106 －

営業外費用合計 405 －

経常利益 615,194 203,067

税引前四半期純利益 615,194 203,067

法人税、住民税及び事業税 279,184 66,128

法人税等調整額 △67,623 4,817

法人税等合計 211,561 70,946

四半期純利益 403,633 132,121
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 615,194 203,067

減価償却費 16,032 30,334

賞与引当金の増減額（△は減少） △40 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △29

受取利息及び受取配当金 △6 △53

補助金収入 △2,691 －

為替差損益（△は益） － △958

売上債権の増減額（△は増加） 28,004 65,210

商品の増減額（△は増加） △76,301 △64,622

仕入債務の増減額（△は減少） 57,438 78,720

受取補償金 － △2,086

前受金の増減額（△は減少） △543,166 －

契約負債の増減額（△は減少） 463,532 191,605

その他の資産の増減額（△は増加） △69,145 5,610

その他の負債の増減額（△は減少） 34,313 △297,709

小計 523,163 209,088

利息及び配当金の受取額 6 53

補償金の受取額 － 2,086

補助金の受取額 1,756 －

法人税等の支払額 △63,276 △284,136

営業活動によるキャッシュ・フロー 461,649 △72,907

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △21,118 △169,899

有形固定資産の除却による支出 － △1,200

無形固定資産の取得による支出 △6,827 △1,333

敷金及び保証金の差入による支出 △13,100 △32,478

敷金及び保証金の回収による収入 － 3,515

積立保険料支払による支出 △7,649 △6,756

投資活動によるキャッシュ・フロー △48,695 △208,151

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 958

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 412,954 △280,100

現金及び現金同等物の期首残高 1,096,425 2,783,143

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,509,379 2,503,042
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

ととしております。

これによる、四半期財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

当社は、衣料品等の企画販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　


